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               最短木の長さの推定問題
                    京都工芸繊維大学工芸学部古山正雄
 1．問題の提示
 本稿の目的は，最短木の長さを推定することである．最短木の長さについて惇，2種類の問
題が考えられる（図1）．
 問1．1×1の正方形内にm個の点をランダムに置く．これらm個の点を結ぶ最短木の長さ
は如何P
 問2．m個の頂点をもつ完全グラフの各辺に，1×1の正方形内の任意の2点問の距離をラン
ダムに重みとして付加する．この時，m個の点を張る最小木の重さは如何？
 この2つは異なる問題だが，外見が相似しているのみたらず，実は結果においても似ている
